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大学の概要 

 

１．現 況 

（１）大学名  公立大学法人島根県立大学 

 

（２）所在地  島根県立大学 

（浜田キャンパス）島根県浜田市【本部】 

         （出雲キャンパス）島根県出雲市 

島根県立大学短期大学部 

（松江キャンパス）島根県松江市 

 

（３）役員の状況 

   理 事 長 本田 雄一 （H27.4.1～H29.3.31） 

   副理事長 小池 律雄 （H27.4.1～H29.3.31） 

   理  事 荒木 恭司 （H27.4.1～H29.3.31） 

        岩谷百合雄 （H28.7.1～H29.3.31） 

        平下 洋子 （H28.7.1～H29.3.31） 

赤坂 一念 （H27.4.1～H29.3.31） 

        山下 一也 （H27.4.1～H29.3.31） 

        岸本 強  （H27.4.1～H29.3.31） 

   監   事 本 晃司 （H27.4.1～H29.3.31） 

         田上 尚志 （H27.4.1～H29.3.31） 

 

（４）学部等の構成 

 【島根県立大学】 

  （浜田キャンパス） 

 学  部    総合政策学部総合政策学科 

   研 究 科    北東アジア開発研究科 

   附置研究所 北東アジア地域研究センター 

   附属施設    メディアセンター、交流センター 

  （出雲キャンパス） 

   学  部  看護学部看護学科 

   別  科  助産学専攻 

   研 究 科  看護学研究科 

附属施設  図書館 

   附属機関  しまね看護交流センター 

    

【島根県立大学短期大学部】 

  （松江キャンパス） 

   学  科  健康栄養学科、保育学科、総合文化学科 

   附属施設  図書館 

附属機関  しまね地域共生センター 

 

 【全学運営組織】 

    メディアセンター、アドミッションセンター、キャリアセンター、 

ＦＤセンター、地域連携推進センター、保健管理センター、国際交流センター 

 

（５）学生数及び職員数（H28.5.1 現在） 

   学生数 １，８４０名 

   教員数   １２７名 

   職員数        ８５名 

 【島根県立大学】 

  （浜田キャンパス） 

      学生数   ９８５名（うち大学院生数 ３８名） 

   教員数    ４７名 

   職員数    ５１名（任期付き職員含む） 

  （出雲キャンパス） 

学生数   ３５２名（うち大学院生数  ５名） 

   教員数    ４６名 

   職員数    １８名（任期付き職員含む） 

 【島根県立大学短期大学部】 

    （松江キャンパス） 

   学生数   ５０３名 

   教員数    ３４名 

      職員数    １６名（任期付き職員含む） 
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（６）組織図  
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２．大学の基本的な目標 

 

【共通の目標】 

統合・法人化を契機に、法人は、大学の自主的、自律的な運営を行いつつ、さら

に地域における総合的な知的拠点として、教育の質をより高めるため、以下の３つ

の目標を達成することを目指し、その取り組みを通じて、より魅力ある大学を作り

上げていきたいと考えている。 

 

①学ぶ意欲を大切にし、高めていく大学 

学生一人ひとりの学ぶ意欲を大切にし、さらにそれを高めていくとともに、質

の高い教育の提供や学生に対するきめ細やかな支援を行い、課題探究力を有し、

創造性豊かで実践力のある人材を育成する。 

また、生涯学習の拠点として、社会人のリカレント教育や資格取得など幅広い

多様な学習ニーズに応える大学づくりを目指す。 

 ②地域に根ざし、地域に貢献する大学 

地域に貢献し、創造性豊かで実践力のある人材を育成するとともに、地域に知

の還元を行い、地域社会の活性化と発展に寄与することにより地域と共に歩む大

学を目指す。 

 

③北東アジアの知的共同体の拠点として世界と地域をつなぐ大学 

島根県の重要な交流対象地域である北東アジアを中心とした総合的な研究を推

進し、研究業績や国際貢献において世界に存在感をアピールできる大学となるこ

とを目指す。 

また、北東アジア地域をはじめとする大学等との学術ネットワークの形成及び

留学生の派遣・受入れを通じた交流などを積極的に行い、国際的な視野を持ち多

様な価値観を認める人材の育成を目指す。 

 

【島根県立大学】 

（浜田キャンパス） 

①「知的体力」を有する人材の育成 

学際的・総合的な知識を備え、主体的に課題を発見・整理し、適切な解決策を

提示することのできる、「知的体力」を有する人材が求められており、多様化・複

雑化した現代社会において、地域的課題をはじめとする諸課題の解決に向けて主

体的に取り組むことのできる人材を育成していく。 

 ②地域からの国際化を支える知的交流拠点の形成 

   北東アジア地域との相互交流の中で学術研究面での拠点のひとつとなることに

より、本県及び北東アジア地域が抱える諸課題の解決と発展へ向けた活動の一翼

を担っていく。 

②地域特性の発掘、活用による地域の発展 

   地域との交流を重ね、地域に根ざした教育研究活動を行うことで、地域の魅力

の再発見に努める。また、それを活用することにより地域の発展を支えていく。 

（出雲キャンパス） 

市民的な教養を教授するとともに、看護学における高度な知識と技術を教授・ 

研究し、深い人間愛と倫理観を基盤としたヒューマンケアの基本と実践能力を身 

につけた専門職を育成する。また、看護学の教育研究活動を通して地域社会にお

ける健康課題を明らかにし、その改善のための研究を行い、研究成果を保健・医 

療・福祉分野はもとより広く社会に還元することを目的とする。 

 

【島根県立大学短期大学部】 

（松江キャンパス） 

公立短大として地域の要望に応え、また国際的にも通用し得る人材を育成し、

地域の知的文化を継承し、更なる創造発展を担うとともに、学術研究活動を通じ

て、地域と国際社会に貢献する。 
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中期計画の進捗にかかる当該年度の全体的状況 

 

１．重点項目の進捗状況、成果及び評価 

 

（１）概況 

公立大学法人島根県立大学は、平成 22 年度に制定した「島根県立大学憲章」に掲

げる理念に沿い、全学を挙げて積極的に大学運営に取り組んできた。 

平成 28 年度においても、憲章の前文に掲げる「地域のニーズに応え、地域と協働

し、地域に信頼される大学」、「北東アジアをはじめとする国際社会の発展に寄与す

る大学」の実現に向け、重点的に取組みを推進した。 

具体的には、４つの重点分野（①社会情勢の変化や地域ニーズに対応した大学改

革、②地（知）の拠点整備事業の着実な実践、③学生確保、教育内容及び学生支援

の充実強化、④国際交流、海外留学等の促進）を設定し、１１の重点項目を定めて

年度計画を実行し、成果を挙げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）重点項目、取り組み状況及び成果 

 

重点分野１：社会情勢の変化や地域ニーズに対応した大学改革 

高等教育機関を取り巻く社会情勢の変化や、地域及び時代のニーズに的確に

応えるため、各キャンパスにおいて大学改革を着実に推進する。特に、松江キ

ャンパス新学部設置等の準備、出雲キャンパス大学院の円滑な運営、浜田キャ

ンパス将来構想の策定に重点的に取り組む。なお、大学改革を推進するにあた

っては、学外からの意見を積極的に聴取し、反映するように努める。 

  

[重点項目①] 松江キャンパスでは、新学部設置等について、平成 29 年 3月の設置認

可申請に向けて着実に準備を進める。また、平成 28 年夏を目途に高校生への進学

意向等調査を行うとともに、学生確保に向けた広報活動を実施する。（No.1） 

 

 〇平成 29 年 3 月に、文部科学省高等教育局大学設置室へ学部設置認可申請書を提

出した。また、同省初等中等教育局教職員課へ教職課程認定申請書を、関東信越

厚生局に管理栄養士養成施設指定施設申請書をそれぞれ提出した。 

 〇県内・県外の高校 2年生を対象とした進学意向アンケート調査や、高校の進路 

指導担当者、オープンキャンパス参加学生を対象としたアンケート調査を実施し、 

学生の確保を図ることができる見通しが立てられた。また、学生確保に向けホー 

ムページ等で松江キャンパス新学部設置等に関する情報発信を行った。 

 

[重点項目②]出雲キャンパスでは、平成 28 年 4 月に開設する大学院看護学研究科に

おいて、看護実践力、コーディネート力、研究力を身につけられるよう個々の学

生に適した授業科目の履修を指導・助言する。（No.19-2） 

 

 〇指導教員は個々の学生に適した授業科目の履修の指導・助言を行った。その指

導・助言の下、学生は専門領域における健康課題解決に向け、フィールドワーク

を企画し、現場と調整しながら実施するなど、多職種・多機関との調整の仕方や

倫理的配慮について考えながら実践することを学修できた。 

 

[重点項目③]浜田キャンパスでは、将来構想検討委員会の素案を基に、法人改革検討

委員会における検討を踏まえて法人としての将来構想を策定し、島根県や島根県

立大学支援協議会に報告する。（No.1） 
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 〇法人改革検討委員会では、将来構想検討委員会の素案を基に、受験動向の分析、 

パブリックコメントの実施、学外意見交換会（1/19 松江、2/27 浜田）、先行事

例現地調査（1/24 山梨県立大学、1/26 北九州市立大学、1/27 長崎県立大学）

などを踏まえ、中長期的な法人経営の観点から将来構想を策定し、島根県及び

島根県立大学支援協議会に報告した。 

 

[重点項目④]学生や地域住民等から意見を得る機会を設け、提出された意見に対し

ては可能な部分から対応する。（No.84,89） 

 

 〇学生からは日常業務の中で意見要望を聞き、随時、学習環境の改善に繋げてい

る。また、大学支援協議会との定期会合、市民研究員制度、ソーシャルラーニ

ング事業の外部評価委員会、ステークホルダー訪問など様々な機会を通じて地

域住民との意見交換を行っている。浜田キャンパス将来構想では、経済界、高

等学校等と意見交換し、その内容を報告書に反映させた。 

 

 

◆重点分野の成果 

 〇松江キャンパスの新学部設置等に向け着実に準備を進めることができた。出

雲キャンパスでは大学院看護学研究科が開設され、高度な専門教育が行われた。

浜田キャンパスでは地域連携機能の強化を中心とした将来構想を取りまとめ

た。このように 3 キャンパスで、社会情勢の変化や地域ニーズに対応した大学

改革に着実に取り組んだ。 

 

重点分野２：地域と協働した社会貢献の推進 

島根県立大学憲章に謳う「地域のニーズに応え、地域と協働し、地域に信頼

される大学」を実現するため、文部科学省の「地（知）の拠点整備事業（大学

COC（Center of community)事業）」や「地（知）の拠点大学による地方創生推

進事業（COC+）」を基軸として、地域と協働しながら社会貢献活動を推進して

いく。 

 

[重点項目⑤] 「地域と大学の共育・共創・共生に向けた縁結びプラットフォー

ム」事業を着実に実施する。平成 28 年度は、「しまね地域共生学入門」を出

雲キャンパスと松江キャンパスで、「地域共生演習」及び「地域課題総合理

解」を浜田キャンパスで新たに開講する。また、松江キャンパスでは、『履

修証明プログラム』8コースを開講する。（No. 46,54） 

 

 〇「しまね地域マイスター」の認定に必要な科目として、「しまね地域共生学入門」 

を 3キャンパスの必修科目として全 15 回開講した。浜田キャンパスでは、「地域 

共生演習」を開講し、14 名の学生が受講した。さらに、浜田キャンパスでは、「地 

域課題総合理解」を集中講義で新規開講し、オブザーバー参加の出雲キャンパス 

の学生も加わり演習方式で議論・報告が行われた。 

 〇松江キャンパスの『履修証明プログラム』にはのべ 111 名（実人数 43 名）の申

込みがあり、健康栄養学科の単元で 1名、総合文化学科の単元で 8名の単元修了

者があった。また、保育学科では、更新講習を兼ねた単元の「教育の最新事情Ⅰ

（必修）」で 20 名、「教育の最新事業Ⅱ（選択必修）」で 21 名、「支援力向上園内

マネージメント（選択）」で 23 名の修了者があった。 

 

[重点項目⑥] 県内就職率向上に向け、島根大学、ジョブカフェしまね等と連携し、

学生が県内企業を知る機会となるイベント開催に協力するとともに県内企

業とのマッチングを促進する。浜田キャンパスでは、引き続きインターンシ

ップ教育を重視し、学生参加の増加を図るとともに、受入機関からのヒアリ

ングを行いインターンシップ教育に反映させる。（No. 9,10,36） 

 

 〇県内就職率向上に向け、ジョブカフェしまねが実施した企業訪問ツアーに参加し 

たほか、島根大学等と実施する「しまね大交流会」には、浜田キャンパスの学生 

106 名、松江キャンパスの学生 34 名が参加した。 

 〇ジョブカフェしまね、島根県中小企業団体中央会等の担当者を招き「インターン 

シップ説明会」を開催し、インターンシップに参加することの意義や心構えを説 

明した。 

 〇浜田キャンパスにおける「インターンシップ入門」の履修登録者は、春・秋学期 

合わせて 156 名であり、目標の 3倍の履修者数となった。またインターンシップ 

学生と受入機関による「インターンシップをめぐるディスカッション」を開催し、 

インターンシップに参加する際の心構えのほか、仕事に対する理解を深めた。 

 〇インターンシップ受け入れ機関（3機関）に対して、インターンシップに参加す

る学生に求められる心構え等についてヒアリングを行い、その成果をインターン

シップ教育に反映させた。 

 

◆重点分野の成果 

○「しまね地域マイスター」の認定に向けたカリキュラムを整備し、地域課題

に取り組む実践力を持った人材の育成に着実に取り組んだ。また、多くの学

生が参加した「しまね大交流会」では、学生、企業、行政が一緒になって島

根県内の雇用創出や若者定着について考える機会となった。 
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重点分野３：学生確保、教育内容及び学生支援の充実強化 

いわゆる“2018 年問題”により、大学間競争がますます激化していくこと

を踏まえ、将来を見据えた学生募集活動に注力するとともに、本学の特色を打

ち出していけるよう、教育内容の更なる充実を図る。また、小規模な本学の特

性を活かし、入学から就職に至るまでのきめ細かな支援体制を構築する。 

 

[重点項目⑦]各キャンパスにおいて、志願動向及び入学者の学力について分析を行

う。また、学部・大学院・短期大学部それぞれの状況に応じ、効率的に高校訪

問等を行い県内外へ向けた学生募集活動に取り組む。（No. 2,3） 

 

 〇各キャンパスで新入生を対象に志願動向調査を実施し、進路決定プロセス、情 

報源、相談相手、入学理由等様々な視点で志願動向の調査を行い学内に公開 

した。また、模試業者から本学入学者について、併願校情報や経年での模試成 

績比較資料を入手し入学者の学力分析を行った。 

 〇浜田キャンパスでは、県内外の 321 校（昨年度 273 校）の高等学校を訪問し、 

松江キャンパス 4年制化のＰＲ及びニーズの聴き取り、浜田キャンパスの学び 

の特徴や入試に関する情報提供を行った。また、総合政策学部の学びを体験す

るプログラム「1 泊 2 日模擬研究」を初めて開催し、県内外からの志願者の増

加を図った。 

 〇出雲Ｃでは、県内 38 校に加え、今年度から県外 24 校の計 62 校（昨年 47 校） 

を訪問し、学生募集活動を例年以上に活発に行った。また、県内中山間地域を 

対象とした推薦入試を導入した。 

 〇松江キャンパスでは、県内を中心に中国地方および兵庫県内など 90 校（昨年 76 

校）に訪問し、直近の入試のみならず新学部設置の広報を実施した。 

 〇各種奨学金制度の周知や、本学教員が海外を訪問した際に、北東アジア開発研 

究科の大学院案内や募集要項を配布するなどの広報活動を行った。 

 

[重点項目⑧]各キャンパスにおいて、授業公開や学外の意見聴取など、授業改善に

向けた取り組みを試行する。（No. 27） 

 

 〇浜田キャンパスでは、春学期 7 名 16 講座、秋学期 3名 5 講座の授業公開を行い、

授業参観は春学期 2 名 2 講座、秋学期は 0 名であった。なお、当初は 1 週間の

期間設定（授業公開 WeeK）としたが、授業を公開した教員から、初回と最終回

の授業を除いてすべて可能との申し出があり、実際には期間設定は行わず授業

公開と参観を実施した。 

〇出雲キャンパスでは、専任教員の全ての科目を原則公開とし授業改善を推進した。

今年度赴任した教職員 7 名は全員が授業を参観し、報告書を提出た。その他の教

員も 81.6%の参観があった。また、学生 FD メンバーが FD 委員会と連携・共同し、

教員・職員・学生の三位一体の体制で教育の質向上に取り組んだ。 

 〇松江キャンパスでは、3 学科共通の履修科目「読み聞かせの実践」、総合文化学 

科の「児童文学を読む」、「英語読解演習Ⅰ」の学内授業公開を試行的に行ない、 

参観者から意見を聴取した。これらの成果を踏まえながら、3学科を持つ松江キ 

ャンパスにおける組織的かつ効果的な授業改善体制の確立を目指して、キャン 

パス内 FD 連絡準備会を開催した。 

 

[重点項目⑨]就職活動時期の変更等、変化する就職環境に的確に対応していくため、

キャリア支援プログラムを検証し、必要に応じて改善を加えながら、きめ細かな

支援プログラムを実施していく。また、公務員受験対策についても、自治体から

のヒアリングを通じて求められる人材像を把握しながら、支援策を展開する。 

  （No. 35） 

 

 〇浜田キャンパスでは、就職活動時期の変更の実態を検証しながら、支援プログラ 

ムを実施した。就職活動で求められる自己分析の対策として、今年度新たに「職 

務適性テスト＆解説講座」や、就活直前の面接対策として「模擬面接 Part2」を 

実施した。 

 〇出雲キャンパスでは、H28年度キャリア支援プログラムについて予定通り実施し、

都度学生にアンケートを実施し振り返りを行った。すべての講座において、受講

生の 8～9割が、講座内容を「活かせる」「やや活かせる」と高く評価し、その結

果を H29 年度支援プログラムの計画立案に活かした。また、希望者に対して公務

員試験対策講座や小論文試験の添削、模擬面接などの就職試験対策を実施した。 

 〇松江キャンパスでは、1 年生対象のキャリアプランニング「企業（業界）・職業 

を知ろう」において、学生の希望職種等に考慮しつつ県内企業を選定し、その魅

力を伝えた。また、SPI や一般常識模試などをより効果のあるものにするため、

授業の進捗状況に応じて実施した。 

 〇浜田キャンパスでは、公務員受験対策として「公僕学舎」の取り組みを継続実施 

した。自治体の求める人物像を把握するため、公務員就職者に対し、アンケート 

調査を実施し、求める人物像把握に努めた。また、公務行政職場の夏期インター 

ンシップには 15 名の学生が参加した。さらに、島根県立大学支援協議会と今年 

度新たに開催した県内市町・海上保安官・刑務官合同ガイダンスには、21 名の

学生が参加し、うち 13 名が公務員を目指す意欲が上がったとアンケートに回答

した。 
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◆重点分野の成果 

 〇志願倍率（実質倍率）は、浜田キャンパスで平成 28 年度入試の 5.94 倍（3.08

倍）から平成 29 年度入試では 5.07 倍（2.66 倍）へ、松江キャンパスも同 2.52

倍（1.52 倍）から 2.41 倍(1.52 倍)へとわずかに低下した。出雲キャンパスは、

同 2.05 倍（1.68 倍）から 3.60 倍（2.79 倍）に回復した。 

 

 〇就職率については、３キャンパスとも高水準を維持した。 

  

 平成 27 年度 平成 28 年度 差 

浜田キャンパス 99.1％  98.0％ -1.1％ 

出雲キャンパス 100.0% 100.0％ ±0％ 

松江キャンパス 98.5％  97.5％ -1.0％ 

 

 

重点分野４：国際交流、海外留学等の促進 

島根県立大学憲章に謳う「北東アジアをはじめとする国際社会の発展に寄与

する大学づくり」を実現するため、グローバル人材の育成に引き続き取り組む。 

 

[重点項目⑩]北東アジア地域研究センターでは、大学共同利用機関法人 人間文化

研究機構及び他の研究拠点機関と連携して「北東アジア地域研究推進事業」を

着実に実施する。（No. 50） 

 

 〇北東アジア地域研究センターでは、東北師範大学との相互リエゾンオフィスの

開設や、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センターとの学術会議、タタール

スタン科学アカデミーとの共催による国際学術会議、拠点プロジェクト第 1 回

国際シンポジウムの開催など、国内外の研究機関と連携して「北東アジア地域

研究推進事業」を着実に進めた。 

 

[重点項目⑪]国際交流センターを中心に、全キャンパスの学生が交流可能なプログ

ラムを実施する等、国際交流事業を積極的に推進する。（No. 60,61,65） 

 

 〇異文化理解研修に昨年度より 45 名多い、118 名が参加した。（ｱﾒﾘｶ 65、韓国 22、 

中国 31) 

 〇「トビタテ!留学 JAPAN」 地域人材コ－スに 1 名が採択を受け、インドへの短期 

留学が実現した。 

 〇海外企業研修インドコースに 12 名の学生が参加し、タイコースには 5 名の学生 

が参加した。 

 

◆重点分野の成果 

 〇北東アジア地域研究センターが、大学共同利用機関法人人間文化研究機構との共 

同プロジェクトである「北東アジア地域研究推進事業」を着実に進め、国内外の 

研究機関との学術交流が深まった。 

〇海外協定留学や語学研修、異文化理解研修、海外企業研修等の参加を促進し、3 

キャンパス合計で前年度より 47 名多い 147 名の学生が国際交流を行った。 

 

 

 

（３）総評 

重点項目について以上のような成果を挙げたほか、次の項目について特記すべき

成果があった。 

 ・出雲キャンパスでは、出雲市駅前のサテライトキャンパスを拠点にした「サテラ

イトキャンパス公開講座」を開催し、看護領域に限らず多様な分野の講座を開講

した。 

「いずも健康市民大学」前期課程：14 回、後期課程：12 回 

「いきかたカフェ」13 回 

「論語教室」11 回 

 ・学部学科ごとに３つのポリシー（アドミッションポリシー、ディプロマポリシー、

カリキュラムポリシー）を整合性を図りつつ策定した。 

 ・松江工業高等専門学校や公益財団法人しまね文化振興財団、小泉八雲記念館、一

般社団法人島根県発明協会、公益財団法人しまね産業振興財団と連携に関する協

定を締結し、教育研究や FD・SD 研修等での連携・協力関係の強化を図った。 

 

志願倍率や就職率についても概ね高い水準で推移しており、中期計画の達成に向

けて平成 28 年度計画は十分に達成できた。   

なお、地方創生における大学の役割に期待が高まる中で、県内入学者の増加、

地域人材育成のための教育プログラムの充実、卒業生の県内定着に向け今後一層

の取り組み強化を図っていく。また、松江キャンパスの新学部開設を積極的に PR

し学生の確保に繋げていく。 
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２．中期目標の大項目ごとの状況（進捗概況） 

（１）社会情勢の変化に的確に対応した大学づくりに関する目標を達成するために

とるべき措置 

 

 ・上記重点項目①、③のとおり 

 

（２）大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１）教育 

①教育内容の充実 

 〇入学者の受入 

 ・県内高校との進路指導懇談会を 6月 14 日に松江キャンパスで、6月 24 日に浜田

キャンパスで開催し、各キャンパスの学びの特徴や入試制度、キャリア支援に

ついて情報提供を行い、高等学校からの個別相談にも応じた。松江キャンパス

の参加者は、28 高校 40 名（昨年 26 高校 40 名）、浜田キャンパス参加者 13 高校

14 名（昨年 15 高校 17 名）であった。 

 ・出雲キャンパスでは、高校訪問時に高等学校進路指導部教員と意見交換を行っ

た。また、推薦入試において県内高校からの出願者数を増やすため、入試制度

改革案〔推薦入試（一般推薦）における 1 校あたりの定員枠の撤廃〕を、平成

30 年度入試から導入する。 

 ・浜田キャンパスでは、高大連携会議を開催し、高大連携事業について意見交換

を行った（江津高校 7 月 22 日、浜田高校 10 月 12 日）。アカデミックインター

ンシップにのべ 3 校（昨年 2 校）を受け入れ、受講体験や在学生との交流プロ

グラムを実施した。また、大学見学の受け入れ（4校）、出張講座（教員 9 校、

職員 7 校）を実施し、さらに本年度から開催している「学びの共有プロジェク

ト」事業の枠組みで、のべ 4 校に学生 24 名を派遣した。 

 ・6月に山陰中央新報への広告掲出を行った。日本海テレビ、広島テレビ、西日本

放送、南海放送においてテレビスポットＣＭを放映し、高校生の志望校決定時

期に合わせた県内外への入試広報を行った。また、LINE による入試広報につい

て、平成 28 年 10 月時点で 735 件の登録数を得た。 

 ・「県立大学、短期大学部における入学定員充足率（入学者数／入学定員）は 100％

以上」とする目標（中期計画数値目標）を、平成 30 年度に出雲キャンパスへ移

転する健康栄養学科を除く学部学科で達成した。 

 【浜田キャンパス】 

  ・総合政策学部            H29 入試実績：106.8％ 

 【松江キャンパス】 

  ・健康栄養学科            H29 入試実績：60.0％ 

  ・保育学科              H29 入試実績：104.0％ 

  ・総合文化学科            H29 入試実績：112.1％ 

 【出雲キャンパス】 

  ・看護学部              H29 入試実績：107.5％ 

  ・別科助産学専攻           H29 入試実績：100.0％ 

 

 〇教育課程の充実 

 ・浜田キャンパスでは、アカデミックな文章作成能力向上のため英語教員によるｾﾞ 

ﾐを開講、9名の学生が卒業論文を英語で執筆した。また、カリキュラム改編で 

開講した中級英語Ⅱ、上級英語Ⅰ、上級英語Ⅱをそれぞれ、51 名、7 名、13 名 

が受講した。 

 ・松江キャンパスでは、リメディアル教育の充実を図るため、健康栄養学科におい 

て、「栄養士スキルⅠ」、「栄養士スキルⅡ」の授業評価等を参考にシラバスや授 

業内容、配付資料などの検討を行った。 

 ・浜田キャンパスでは、1 年次生必修の「キャリア形成Ⅰ」から、「インターンシ 

ップ入門」、「インターンシップ実習」、3年次生必修の「キャリア形成Ⅱ」を開 

講し、大学入学から卒業まで体系的なキャリア教育を行った。また、キャリア支 

援プログラムに基づいて、1 年次生対象に「キャリアガイダンス」「キャリアデ 

ザイン講座」、2 年次生に「マナーアップ講座」「キャリアアンカー講座」、3年次 

生に「キャリアプラン構築講座」、4年次生に「小論文対策講座」「面接対策講座」 

「エントリーシート対策講座」を実施した。 

 

 【県立大学】 

 〔総合政策学部〕 

 ・浜田キャンパスでは、将来構想に基づき教育課程の見直し検討を進め、総合演習 

に関しては、平成 29 年度より教育プログラムとのリンクを切り離し開講するこ 

ととした。 

 〔看護学部〕 

 ・「看護師、保健師国家試験合格率 100%」とする目標に対し、看護師試験の合格率 

は 98.7%、保健師試験は 100%であった。 

 ・学生を対象にしたカリキュラム評価では、倫理的な態度や看護職としての責任あ 

る態度等は早い段階から能力を高めているのに対し、保健医療福祉に関する地域 

特性の理解や課題探究力等については到達が難しいと評価した。地域課題に対応 

できる実践能力は高度であり、基礎教育で修得できるレベルについて検討が必要 

である。 

 ・看護学研究科では、院生への授業アンケートを実施するとともに、教員による教 

育課程検討ワーキングを立ち上げ、完成年度以降の専門領域の充実及び専門性を 

高めるための教育課程の検討を行った。 
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 〔別科助産学専攻〕 

 ・「助産師国家試験合格率 100%」とする目標に対し、合格率は 100％となり目標を 

達成した。 

 ・産科領域における緊急時の対応と処置法および新生児の蘇生法について強化を 

図った。カリキュラム、到達度について修了時に評価を実施した結果、概ね達 

成できた。 

 

 〔短期大学部〕 

 ・「栄養士資格取得 90%以上、保育士資格と幼稚園教諭免許の併有率 90%以上」と 

する目標に対し、栄養士資格取得は 97%、保育士資格と幼稚園教諭免許の併有率 

は 98%となり目標を達成した。 

 ・健康栄養学科では、栄養士として必要な職業倫理やキャリア教育を目的に専門 

職となるための導入教育科目として「栄養士スキル I」（1年生対象）、「栄養士 

スキル II」（2年生対象）を開講した。 

 

 〔県立大学大学院〕 

 ・看護学研究科では、島根県の保健医療現場における課題発見･探究･解決に取り

組んだ。基盤科目「しまねの健康と長寿」では、隠岐町でフィールドワークし、

報告書に取りまとめた。専門科目では選択した専門領域における健康課題解決

に取り組む演習を企画し、フィールドワークを実施した。学内で報告会を開催

し、個々に学習成果を発表し、ディスカッションすることができた。 

 ・北東アジア開発研究科では、准研究員制度を継続実施し、大学院後期課程 3 名

の院生に対し研究支援を行った。また、学会参加等支援制度で 1 件の助成を行

った。 

 

 〇成績評価等 

 ・北東アジア開発研究科では、平成 26 年度に策定されたディプロマポリシーを 

ふまえ、授業内容・到達目標・成績評価基準・授業計画等を明示しシラバスの 

充実を図った。 

 

 ③教育の質を高めるための取組 

 〇教育の質の向上への取組（ファカルティ・ディベロップメント） 

・各キャンパスにおいて、春学期と秋学期に学部生全員を対象に授業アンケート

を実施し、専任教員によるフィードバックを実施した。 

 

 ・島根大学等の他大学で開催されるＦＤ研修会へ参加し、浜田キャンパスで実施 

した FD 研修会に島根大学より講師を招聘し、FD 活動の大学間連携に努めた。 

 

 〇教育環境の向上への取組 

 ・各種システムの更新・新設時期に合わせて Wi-Fi 環境整備、クラウド化を順次進 

めることとなった。 

 ・研究・学習支援の一環として、データベース利用講習会を計 24 回（学生：23 回、 

教員 1回）実施した。 

 

 〇教育実施体制の整備 

 ・キャンパス間で１８名の教員を相互に派遣し、授業科目の充実を図った。 

 ・教員の資質向上を推進するためサバティカル研修制度を継続実施し、１名の教員 

が制度を利用し、研究活動に専念した。 

 ・学生同士が教えあい、学び合う環境を充実させるため、11 科目で TA（ティーチ 

ングアシスタント）を延べ 13 人、22 科目で SA(ステューデントアシスタント) 

を延べ 42 人配置した。 

 

⑦学生支援の充実 

 〇学生生活への支援 

 ・浜田キャンパスでは、「島根県立大学浜田キャンパスにおける障がいのある学生 

に対する修学等の支援に関する規程」および、「島根県立大学浜田キャンパス障 

がいのある学生支援会議運営規程」の改正、「島根県立大学浜田キャンパス学生 

サポート室補助員設置要綱」を新たに制定し、学生支援機能の整備を行った。 

 ・出雲キャンパスでは、授業への出席状況等から、支援が必要と判断した学生には、 

科目担当教員やチューター、教務学生課の職員等が連携し、早期対応に努めた。 

 ・松江キャンパスでは、障がいのある学生に対して、個別支援チーム（５名の学生 

に対して編成）、担任・ゼミ担当者，学生生活委員会、保健管理委員会、教務学 

生課の関係者間で定期的にまた必要に応じて情報共有の機会を作った。また、障 

がいのある学生をはじめ、支援を必要とする学生に対して、継続的に支援を行い、 

関係部署が連携して当該学生の学生生活を見守った。 
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 〇キャリア支援 

 ・浜田キャンパスでは、インターンシップ参加を推奨し、目標参加人数 100 名を 

超す、4年生 3名、3年生 50 名、2 年生 8 名、1年生３名の計 105 名が参加した。 

 ・出雲キャンパスでは、「ソレイユ（島根県内病院の就職情報誌）」や島根県の健 

康福祉部が作成した「病院ガイドブック」などをチューターに配布し、就職指 

導に役立てた。また、求人に来学される病院等の人事担当者から人材ニーズを 

把握し、それぞれの学生の適性に合ったキャリア支援に役立てた。 

 ・松江キャンパスでは、1年生を対象とした民間企業教養模試および公務員模試を 

実施した。また、学外の就労支援機関であるハローワークが毎週月曜日、ジョ 

ブカフェが毎週水曜日にそれぞれ出張相談を実施した。 

 

 〇進学等の支援 

 ・浜田キャンパスでは、大学院募集要項、海外留学に関する情報を入手次第、整

理し、キャリアサポートルームに掲示、配架を行った。また「トビタテ！留学

JAPAN」と海外企業研修の報告会を同時開催し、学生への情報提供を行った。 

 

 〇経済的な支援 

 ・学内奨学金制度について、各キャンパスでホームページ、大学案内、オープン 

キャンパスなどを通じて周知した。 

 ・浜田キャンパスでは、後援会と連携して、１０１件の資格取得支援を行った。 

 

 〇部活動、ボランティア活動支援 

 ・ボランティア活動を社会の要請に応えられる人材育成、学生の活動領域を広げ、 

積極的な活動を後押しするものとの認識から、様々な活動を進めてきた。主な 

活動として、3キャンパス合同学生交流会、研修会を開催し、キャンパス間連携 

を深めるとともに、情報共有を強化させた。さらに、熊本県で発生した「熊本 

地震」に対しても、本法人と連携協定を結ぶ、島根県社会福祉協議会と緊密に 

連携し、学生ボランティア隊を速やかに派遣することができた。 

 ・「ボランティア参加者数について年間 700 人以上をめざす」とする目標（年度計 

画数値目標）に対して、889 人となり達成した。（浜田キャンパス：163 人、出雲キ 

ャンパス：227 人、松江キャンパス：499 人） 

 

 〇卒業生組織との連携 

 ・浜田キャンパスでは、キャリア形成Ⅰ、キャリア形成Ⅱで、それぞれ 3名の OB/ 

０G を招き講演いただいた。キャリア形成Ⅱの授業後には、OB による相談会を 

行い、就職活動を控えた 3年生が多く訪れた。 

 

 ・出雲キャンパスでは、4 年生を対象としたキャリアプラン構築講座に県内の保健 

医療施設･機関に就職した卒業生を招聘した。また、「ホームカミングディ」を 

開催し、卒業生・修了生 14 名の出席を得、卒業生・修了生対象の研究支援や大 

学院、「緩和ケア」認定看護師教育課程などのキャリア支援に関する情報を提供 

した。 

 ・松江キャンパスでは、キャンパス内に設置している同窓会事務局を拠点に活動す

る松苑会のサポートを行うとともに、ｗｅｂ同窓会システム（愛称カメリア）の

共同運用を行った。また、松苑会との共催により、創立 70 周年記念式典の企画

を行い、実施した。同式典には教職員だけでなく学生や歴代教員等も参加し、卒

業生との交流を促進した。 
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２）研究 

①目指すべき研究及び研究の成果の活用 

 〇目指す研究 

【北東アジア研究】 

 ・北東アジア学の創成にむけた総合的な研究を実施するため、「日韓・日朝交流史

研究会」を計 4回、「北東アジア研究会」を計 7回開催し、HP 上で概要を公開し

た。さらに、「日韓・日朝交流史研究会」では、その研究会活動の一環として、

「“心の問題”勉強会」を組織し、計 10 回開催した。 

 ・平成 28 年度北東アジア地域学術交流助成金事業により研究支援を行った。 

・江口伸吾教授ほか「中国の「周辺外交」の展開と日中関係の再構築-北東アジ

ア地域秩序の構造変動の文脈のなかで-」 

・福原裕二教授ほか「北東アジア国際関係における"心の問題"」 

 

【地域課題研究】 

 ・島根県の地域社会が抱える課題解決に資する研究を推進するため浜田市（7件） 

や益田市（2 件）、邑南町との共同研究に取り組んだ。 

 ・地域の偉人西周に関する研究を深め、シンポジウムを開催し、研究成果を地域 

に還元した。 

 ・平成 28 年度北東アジア地域学術交流助成金事業により研究支援を行った。 

  ・赤浦和之（松江 C）「西条ガキ熟柿ピューレを用いたドレッシングの開発」 

・山下由紀恵（松江 C）「地域資源と共同的体験を保育教育課程に活かす「ふ

るさと教育」の研究－島根県益田市モデル Web シーズマップの修正開発－」 

 

 〇研究成果の評価及び活用 

 ・北東アジア地域研究センターでは、研究員が論著や研究紀要『北東アジア研究 

第 28 号』、学会報告などで研究成果を発表するとともに、ニューズレター『NEAR  

News 第 50 号、第 51 号』で活動を広く情報発信した。また、市民研究員（33 

名登録）の研究活動を支援し、その成果を広く地域に公開した。 

 ・総合政策学会では、研究紀要『総合政策論叢 第 32 号、第 33 号』を刊行した。 

 ・松江キャンパスでは、「しまね地域共生センター紀要」第 3号（研究論文 4編、

実践報告 1 編）を発行して、地域連携研究の成果を報告した。また、地域を見

据えた研究・教育・社会貢献の内容をまとめた「地域研究と教育」第 5 号を発

行した。研究成果を実用化する取り組みとして平成 28 年度中に健康栄養学科籠

橋研究室により 3件の食品開発「しまね三昧ジビエ・ガンボスープ」（松江市産

業観光部商工企画課・カレー工房ダーニャと連携）、「ぜんざい風デニッシュパ

ン」「島根県産いちじくの豆乳ホイップエクレア」（株式会社ローソン・島根県

政策企画局政策企画監室と連携）が行われ、顕著な成果を上げることができた。 

 ・出雲キャンパスでは、11 月 5,6 日に開催された「出雲産業フェア 2016」に出展 

し、えごま化粧品、オロリン体操 Ver.Ⅱなどの研究成果を紹介した。 

 

 ②研究実施体制等の整備 

 〇学内における研究体制の整備 

 ・北東アジア地域研究センターでは、「歴史・文化・思想」部門、「政治・経済・国 

際」、「北東アジア超域」の 3 つの研究ユニットを基に、「北東アジア研究会」「日 

韓・日朝交流史研究会」「西周研究会」を組織し研究に取り組んだ。 

 ・旧北東アジア地域学術交流財団寄附金事業を継続し、教員の行う研究活動に対し、 

財政的支援を実施した。 

 

 〇学外との連携による研究の推進 

 ・北東アジア地域センターでは、国内外から研究者を招へいして研究会やシンポジ 

ウムを開催した。（海外 6名、国内 19 名）また、北京大学国際関係学院及び復旦 

大学国際問題研究院と共同研究を行った。 

 

⑧研究費の配分及び外部競争的資金の導入 

 ・浜田キャンパスでは、学内公募制度(学術教育研究特別助成金)において、外部資 

金申請に繋がる研究に対しては優先的に配分するなど、外部資金獲得の動機付け 

を行った。 

 ・出雲キャンパスでは、科研費アドバイザーを２名指名し、随時相談できる体制と 

した。 

 

 ３）地域貢献、国際交流 

 ①地域貢献の推進 

 ・「教員の地域連携（貢献）活動取組数について、年間 400 件以上をめざす」とす 

る目標（中期計画数値目標）に対して、計 554 件となり、目標を達成した。 

 （浜田キャンパス 110 件、出雲キャンパス 327 件、松江キャンパス 117 件） 

 ・「公開講座等の年間受講者数 5,200 人以上をめざす」とする目標（中期計画数値目

標）に対して、計 5,956 人となり、目標を達成した。 

 （浜田キャンパス 2,697 件、出雲キャンパス 1,604 件、松江キャンパス 1,655 件） 

 

 〇地域連携に関するコーディネート業務の実施 

 ・大学 COC 事業で配置した「地域連携コーディネーター」により、９月連携会議等 

を通じた地域研究について、連携先自治体等関係団体との連絡調整を行った。 

 ・自治体や地域ＮＰＯ団体等とのボランティアに関する意見交換等を設定し、様々 

なニーズの把握に努め、多くの学生のボランティアマッチングを行った。 
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 〇民間団体等や行政との連携 

 ・益田市匹見町の官民でつくる「ひきみ田舎体験推進協議会」と本学の留学生を 

含む学生がタッグを組み、外国人観光客向け英語版パンフレットを作成する協 

働事業を実施したほか、ケインゼミが運営する英語のウエブサイト「iwami  

travel guide」 (www.iwami-travelguide.com)の更新作業等を通じて、地域 

の関係機関との連携や交流の促進を図った。 

 ・出雲キャンパスでは、島根県（3件）、出雲市（2 件）からの受託事業を実施 

した。 

島根県「島根県看護教員継続研修事業」「島根県実習指導者フォローアップ 

研修事業」「島根県認定看護師教育課程運営事業」 

出雲市「児童虐待防止推進研修事業」「佐香地区介護予防教室事業」 

 

 〇県内教育研究機関等との連携 

 ・浜田キャンパスでは、大学間連携ソーシャルラーニング科目「山陰地域フィー 

ルド体験学習」を引き続き開講し、他大学から 3 名の学生を受け入れ、本学か 

ら 10 名の学生を送り出した。 

 

 〇県民への学習機会等の提供 

 ・浜田キャンパスでは、教育機関（小・中・高校等）と、学生による学習サポー 

トの実施や部活動の交流練習等の連携を行った。 

 ・出雲キャンパスでは、小中高等学校や地域のコミュニティセンターなどからの 

依頼に応え 57 件の出前講座を実施した。 

 ・松江キャンパスでは、公開講座「椿の道アカデミー」を例年通り開講した。3 

学科により客員教授講演会を開催し、一部はエニキャスト（講義中継システム） 

により遠隔地放映を行った。 

 

③国際交流の推進   

 〇海外の大学等との交流 

 ・交流協定を結んでいる大学との間で、北東アジア地域研究センター研究員によ 

る相互訪問などの研究交流を実施した。 

・東北師範大学東亜研究中心と相互にリエゾンオフィスを設置した（5月）。 

・タタールスタン科学アカデミーと国際シンポジウムを開催（8月） 

 ・新たに世新大学（台湾）、世宗大学校（韓国）との包括協定、学生派遣協定を締 

結した。 

・交流協定締結大学等との交流事業については、次のとおり実施した。 

  

 

 

【県立大学（浜田キャンパス） 78 人】 

  ・海外協定留学 6 人 

   （蔚山大学校 1、セントラルワシントン大学 2、ワナチバレーカレッジ 1、 

吉林 1、中央民族１） 

・異文化理解研修 51 人 

   （アメリカ（ワシントン）9、アメリカ（ハワイ）14、韓国 12、中国 16） 

  ・海外韓国語研修 1 人 

  ・企業体験実習（海外企業研修） 16 人（インド 12、タイ 4） 

  ・内閣府青年国際交流事業 1 人（海外青年の船） 

  ・日本中国青年親善交流 １人 

  ・国際青年育成交流 １人 

  ・トビタテ！留学 JAPAN 4 人 

 

【県立大学・短期大学部（出雲キャンパス） 24 人】 

・異文化理解研修 14 人（アメリカ） 

  ・異文化研修Ⅰ 10 人（韓国） 

 

【短期大学部（松江キャンパス） 45 人】 

・海外語学研修 28 人（アメリカ） 

・アジア文化演習 15 人（中国・韓国） 

・海外企業研修 1 人（タイ） 

・日本中国青年親善交流 1 人 

 

 〇留学生の派遣と受入れ 

 ・「短期日本語日本文化研修等に参加する外国人留学生数について、年間 20 名以上 

をめざす。」とする目標（年度計画数値目標）に対して、短期日本語日本文化研 

修参加者 23 名のほか、短期留学生計 20 名を受け入れ、目標を達成した。 

 ・蔚山大学校（韓国）とのダブルディグリー制度に基づく派遣終了学生の単位認定

を行った。 

 

 〇国際交流推進体制の整備 

 ・嘱託助手（英語対応）、任期付き職員（英語対応）を引き続き国際交流課に配置

した。 
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（３）自主的、自律的な組織・運営体制の確立に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

①業務運営の改善及び効率化 

○運営、組織体制の改善による効率的、合理的な経営 

・学長と各全学運営組織の長との面談を実施し、年度計画の取組状況や運営課題

について意見交換を行い、効果的な運営を促進した。 

・松江キャンパスに地域連携課を設置し、地域貢献事業の体制強化を図った。 

 

○人事管理の適正化 

・法人一般職員を計画的に採用していくため、派遣職員の引き揚げを計画的に実

施し、平成 29 年 4 月 1日付けで 2 名を採用した。また、法人一般職員 1名を、

新たに課長として登用した。 

・「採用 2年目研修」として、公立大学協会主催の研修に 3名が参加した。また、

島根県自治研修所が開催した選択研修を 5 名の法人職員が受講した。 

 

②財務内容の改善による経営基盤の強化 

○自己財源の充実 

・各キャンパスでは、研究及び教育支援に関する競争的資金のうち、科学研究費

助成事業の獲得に向けて、説明会の開催や、アドバイザーの指名により随時相

談できる体制を整えたほか、適宜情報収集に努めた。 

・資金運用方針に基づき、逐次資金状況を把握した上で資金運用を行った（運用利

息 531 千円）。 

 

○経費の抑制 

・事務事業の見直しを行う大学版「サマーレビュー」を実施し、各キャンパスの課

室に対して該当項目を提示し、課題の検討・整理を行い、その結果を H29 当初予

算編成にも反映させた。 

 

○監査体制の充実 

・内部監査実施要領に基づき内部監査計画を定め、各キャンパスから２名の教職

員を内部監査人に指名し、会計に関しては「図書の登録・管理について」「私費

会計の管理について」の２点を、業務に関しては「学生の安全・安心の確保に

ついて」の１点をそれぞれ監査した。 

・今年度初めて研究費の使途に関する監査を行った。 

・会計監査人による期中監査及び法人監事による監事監査を受けた。 

 

 

（４）評価制度の充実及び情報公開の推進に関する目標を達成するためにとるべき措

置 

①評価制度の充実 

・島根県公立大学法人評価委員会の平成 27 年度業務実績に関する評価において遅

れている点として遅れている点として評価されたことを踏まえて大学運営の改

善に繋げた。 

 

②情報公開の推進 

・島根県公立大学法人評価委員会による平成 27 年度業務実績に係る評価結果を 10

月にホームページに掲載した。 

 

（５）その他業務運営に関する重要事項に関する目標を達成するためにとるべき措置 

①広報広聴活動の積極的な展開等 

・ホームページアクセス数について「本部・３キャンパスのサイト訪問者数の対前 

 年度比 10％増をめざす」とする目標（年度計画数値目標）に対して、対前年度比

を計算したところ、本部 7.2％増、浜田キャンパス 18.9％増、出雲キャンパス 22％

増、松江キャンパス 24.2％増、合計 15.5％の増となり、概ね目標を達成した。 

・ホームページの情報を随時更新することにより、タイムラグのない情報掲載を行

った。また、公式 Facebook に導入記事を掲載し、本学ホームページに誘導する

試みを継続して行った。さらに、Web ページのアクセス解析サービスによって得

られた情報を各ページの担当課・室へ適宜明示し、更新頻度の低いページを中心

に情報の更新を行うよう呼びかけを行った。 

・法人、大学の取組や成果、行事等の情報を一元的に取りまとめ、報道機関を通し

て、より効果的にＰＲができるよう毎月 1 回「学長定例記者会見」を実施した。 

・出雲キャンパスにおいては、地域住民や関係者の意見を大学運営に反映させるた

め、キャンパスモニター会議やタウンミーティング、キャンパス・プラットフォ

ーム会議を開催した。 

 

②施設設備の維持、整備等の適切な実施 

・機器の故障や異常の早期発見に努め、適宜、空調修繕工事や建物の防水部分の修

繕工事等を行い、施設の長寿命化を図った。 

 

③安全管理対策の推進 

・文部科学省通知「公立大学等におけるセキュリティ対策の強化について」に対応

するため、情報セキュリティ関連規程を改正した。更に、他の公立大学に先駆け

て、平成 29 年度版情報セキュリティ対策基本計画を策定した。 
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④危機管理体制の確保 

・出雲キャンパスでは、危機管理マニュアルの見直しを行うとともに、全学生教

職員参加による火災避難訓練、１年次生を対象とした救命救急研修を実施し、

防災意識啓発を図った。また、学生のＤＶ被害に対応するため、新たにＤＶ被

害発見時の連絡体制を整備した。 

・松江キャンパスでは、危機管理マニュアルの見直しを行うとともに、国尾自治

会等との共同防災避難訓練を実施し、松江市の指導の下、仮設ダンボール仕切

りの組み立て、防災グッズの展示などを行った。 

 

⑤人権の尊重 

・3キャンパスそれぞれで学生教職員に対し人権研修を実施した。 

・浜田キャンパスでは、キャンパスハラスメントに関する苦情相談に対応するた

め、学生相談員、所属相談員を配置すると共に、「学生便覧」「学生相談のし

おり」で学生・教職員に制度の周知を図った。 

・キャンパスハラスメント防止委員会を設置し、学生相談員、所属相談員を配置

して相談体制を整備すると共に、相談連絡窓口と相談の流れを「学習のてびき」

等に明示して学生に制度の周知を図った。 

 

⑥環境マネジメントシステムの構築・推進 

・学生の授業環境に支障が出ない範囲で空調のスケジュール等を見直し、消費エ

ネルギーの削減を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


